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修士論文概要

エジプト新王国時代饗宴図の図像学的分析
高槁文

エジプト新王国時代の私人墓墓壁画には饗宴
の場面がみられる。私人墓の饗宴図には、多く
のヴァリエーションがあることから、饗宴内容
が複数存在すると考えられている。しかし、そ
れらがどのようなシチュエーションにおける
饗宴を表したものであるのか、現在まで曖昧に
しか述べられていない。本稿の目的は、ネクロ
ポリス・テーベにおける新王国時代私人墓の饗
宴図について、その饗宴内容を特定することで
ある。
私人墓の饗宴図には、日常行われていた単な

る宴会が表現されているのではない。墓壁を媒
体とすることから、おそらく特別な意味をも
つものである。すなわち、何らかの儀式等に伴
う饗宴が表現されている可能性が高い。したが
って、饗宴の場面中に、饗宴内容としての儀式
が反映されている部分が存在するはずである。
そして、それは図像の最も基本的要素である
登場人物の中に反映されていると考えられる。
饗宴図を構成する基本的な人物は 種類で、主4

人、客、主人に応対する給仕人 、客に応対するA
給仕人 である。この中で、まず客と給仕人 にB B
ついて、場面中での大きさやその持物や行為
の特徴から、饗宴の情景を表示する役割をもつ
と考えられる。よって、客と給仕人 は饗宴内容B
を反映していない。また、主人は場面中で最も
大きく表現されるため重要である。しかし、そ
の持物に客と同様の特徴がみられるため、饗宴
内容を表示するという点において重要ではない
といえる。一方、給仕人 は、その行為が他の人A
物と比較して、明らかに特殊であることが分か
る。具体的にいうと、給仕人 の行為には、宗教A
儀礼・祭礼に関わる行為が含まれ、行為ごと

Aに男女の区別が明確にみられる。また、給仕人
のみ神官の姿で表されている場合がある。以上
のことから、饗宴図の場面中で饗宴内容として
の儀式を表示している人物は、給仕人 であるとA
いえる。
次に、給仕人 の行為の特徴から、具体的な饗A

A 4宴内容について考察する 給仕人 の主要行為は。
種類で、花束を捧げる、供物を勧める、煙香・

聖水を捧げる、酒杯を差し出すという行為であ
る。したがって、饗宴内容も主に 種類あると4
考えられる。

花束を捧げている場合は、谷の祭りにおいて
その行為が重要儀式のひとつであり、谷の祭り
を表した別の場面と同壁に配置されることから、
この祭りでの饗宴を表している。供物を勧めてい
る場合は、その中のいくつかには供物のリスト
を伴う場面が存在すること、饗宴を伴わない供
物の場面と類似する特徴をもつことから、供物
の儀式での饗宴を表す。煙香・聖水を捧げてい
る場合は、その行為が葬祭的性質が強いことと、
同壁に神への儀式や葬送の儀式を表した場面が
配置されることから、神または葬送の儀式での
饗宴を表していると考えられる。酒杯を差し出
している場合は、その行為が女性によってな
されていること、唯一給仕人 の行為と一致するB
こと、儀式に使用される容器とは異なることか
ら、非儀式的饗宴を表している可能性が高い。
また、給仕人 が不在の場合について、供物を勧A
める饗宴図と同様の特徴がみられることから、
供物の儀式での饗宴であると考えられる。
これらの内容を特定した饗宴図について、時

期的な変化がみられる。谷の祭りでの饗宴図は
第 王朝トトメス 世からアメンヘテプ 世まで、18 3 3
供物の儀式と非儀式的な饗宴図は第 王朝時代、18
神または葬送の儀式での饗宴図は第 王朝末以18
降に、それぞれ限られる。このような内容の変
化の背景は、私人墓の壁画全体にみられる傾向
によるといえる。すなわち、第 王朝ハトシェ18
プスト・トトメス 世時代以降、壁画主題の増加3
・表現の現世化・多様化等がおこり、アマルナ
時代以降、葬祭儀礼に関わる主題以外表現され

供物の儀式での饗宴
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なくなるという傾向が、饗宴図においても現れ
ていると考えられる。

加賀地方における一向一揆の山城の特性
多桗正芳

年（長享二年 、加賀地方において一向一1488 ）
揆が本格的に蜂起し、守護職にあった富樫政親
を打倒した。以後約一世紀にわたって真宗の大
寺や国人層が加賀を実効支配した歴史は「百姓
ノ持チタル国」という別名とともによく知られ
てはいる。しかし遺構や遺物を活用する考古学
的視点からその時代を見直そうとする動きは、
それほど盛んではない。

15 16本稿では 一向一揆が活動した 世紀末から、
世紀後半までに改修を受けた山城と、佐久間盛

16 17政や前田家が加賀を支配した 世紀後半から
世紀初頭までに改修を受けた山城の平面プラン
を比較し、特に前者の特性を見いだそうと試み
た。具体的な方法としては、曲輪の配置や虎口
（防御を施された出入り口 、堀の形態、あるい）
は城全体の形状を分類・比較する従来的な手法
ではなく、図面（縄張り図）から曲輪や堀、総
城域といった面積を算出した上で、その数値を
比較する方法を試案し、分析の中心に据えた。
その結果 （ ）一向一揆が最後に改修した山、 1

城は自然地形に依拠した城郭改修を行っている
が、前田家や佐久間盛政ら織豊系武将の城では、
曲輪を中心とした人工的空間を機軸とした改修
をしている （ ）前田家など織豊系武将の山城、 2
では、ほとんどの例で曲輪の役割を明確に分化
させることで、各曲輪が連携して寄せ手を迎え
撃つ効率的な防御態勢をしいている。一方、一
向一揆の山城では各曲輪を連携させた防御態勢
をしいている山城と、地形にそって削平地を連
ねているだけの山城が混在する （ ）各曲輪の、 3
役割を明確に分化した防御態勢をしいている一

舟岡山城（富原道晴氏作図）

向一揆の城は、大坂の石山本願寺が加賀への支
配力を強化した時期以降に現れた可能性が大き
い、といった特性を導き出すことができた。
そのほか、織豊系武将が改修した城郭間での

結果比較も行った。本稿で試案した数値分析の
では、大きな違いは見出せなかったものの、加
賀において城に石垣を積極的に使用し始めたの
は織豊系武将の中でも前田家であることは確認
できた。
また分析項目の中でも 曲輪面積比率 や 横、「 」 「

堀面積比率 「堀切：竪堀：横堀 「各曲輪の面」 」
積分布」など、一向一揆と織豊系武将の城で明
確な違いが現れた 項目が、城の改修者を判定す5
るための基準になりうると提言した。本稿末で
は、この 基準を活用し、伝承や文献では沿革が5
はっきりしない山城や、改修時期について研究
者ごとに見解の分かれる加賀地方の山城（日谷、
中ノ峠、蓮台寺、莇生、柚木、市瀬、釣部、竹
橋）について、最終改修者の推定も試みた。さ
らに文献や伝承によって最後の改修者がほぼは
っきりしている城についても、前述の 基準で見5
直した。その結果、伝承では佐久間盛政の城と
されてきた長屋城については、むしろ一向一揆
が最終改修した可能性が大きい城であることを
指摘できた。
織豊系武将は一定の規格に基づいて城を改修

していた可能性も大きいため、今回提言した基
準が加賀以外の地域で活用できるかもしれない。
ただ、それを確かめるには分析対象地域をさら
に広げる必要がある。

滋賀湖北地域における弥生時代後期集落の動向
酒井康介

弥生時代後期は、近江盆地の初期稲作集落の
動向を見るうえで非常に大きな画期である。大
型掘立柱建物を持った方形区画の出現など拠点
集落の様相が変化するほか、一般集落も集落数
や集落立地の面で様相は一変する。これらの動
きは、近江盆地の内部で一様に進行したもので
はなく、地形や周辺地域との関係など多様な要
素により地域差をもって進行していく。その中
でも湖北地域は畿内・東海・北陸の結節点とし
て近江盆地の中でも特殊な集落動態を示す。大
半の集落が稲作を主な生業としていた弥生時代
後期の集落動向は、当時の稲作技術を反映して
いると考える。その一方で、集落によっては交
易に重心を置き、交通に有利な土地を選ぶもの
も存在したと考えられる。湖北地域において弥
生時代後期の研究をおこなう上で問題となる点
は、湖北地域においては編年が確立されていな


